
 

 

私が実践している役に立つ情報です 

室内で色を使った創作活動（絵やイラスト等）行う際の 

室内の環境光照明（自然光に近い）について 

1. 私の趣味の写真の編集仕上げ時に室内の照明を昼間の太陽光と

同程度の色温度 5000°Kにしてるので、室内で色を使った創

作活動（絵、イラスト等）をされる方の環境光照明の方法に良

いかなと思い紹介します 

2. 最初に写真の編集仕上げの流れを説明します 

全ての作業の照明は自然光に近い色温度 5000°Kです 

1） 写真編集時の作業場の様子です 

 



 

 

2） 次の流れでデジタルカメラの写真やスキャナでデジタル化し    

たフイルム写真を編集仕上げモニターと同じ色合いでプリン

ターに印刷します 

③写真レタッチ用として広帯域タイプのモニターを規定の正しい

色と明るさに調整します（5000°K） 

④レタッチソフトを設定してプリンターに同じ色で出力出来るよ

うにします⑤テストプリント出力⑥出力の確認 

 

 



 

 

3） テストプリントとモニター画面を比べて、色合わせを確認 

必要に応じてモニターの微調整 

 

画面の表示を信頼してレタッチ、プリントして作品を仕上げる 

3 ここでモニター画面とプリントの色合わせるために、自然光に

近い色温度 5000°Kの照明器具が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

4 私の室内の環境光照明の設定 

  モニターのメーカーより下記のデスクライトが推奨されてま

すが高価なので別の照明器具を使用してます 

 

手持ちの電球式のデスクライトの電球を 5000°Kに替えました

が、部分照明で不具合なので、部屋の照明を変更しました 

5 室内照明器具の変更 

 少し前のPanasonic の LEDシーリングライトに 5000°K 

モードがあるので別の部屋より移設しました 

新たに購入する時は「パソコンくっきり光」（特許）モード 

（5000°K）のあるシーリングライトを設置します 

少し高価です 

参考までにPanasonic から販売されている台所や洗面所用照明

は 5000°Kです、調理やメイクは自然光で出来るようにです 



 

 

6 結論 

 上記の事より、室内の人工照明下で色を使った創作活動（絵、 

 イラスト等）をされる方は自然光に近い 5000°Kの照明器具  

 を使用されると良いと思い紹介しました 

 私が 5000°Kの照明下で印刷した写真は自然光で見ても変わ

らないです 


